
https://www.shikoku-rokin.or.jp
ホームページ

2024.新春号　No.79

●雪景色の四万十川／高知県四万十市

　四万十川は、日本最後の清流と呼ばれる高知県
の西部を流れる一級河川です。
　自然豊かな周囲の山々を背景にゆったりと流
れ、名水百選や日本の秘境100選などにも選ばれ
ています。
　さまざまなアウトドアを楽しめるスポットと
して知られていますが、冬の四万十川は、空気が
澄んでいて川の透明度も高く、他の季節とはまた
違った魅力があります。
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ろうきんは、労働組合や生活協同組合などのはたらく仲間が、お互いを助け合うためにつくっ
た協同組織の金融機関です。

ろうきんは、労働金庫法というルールに基づいて、営利を目的とせず公平かつ民主的に運営
されています。

はたらく人からお預かりした資金は、はたらく人たちの大切な共有財産として、はたらく仲
間とその家族の生活を守り、より豊かにするために役立てられています。
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営利を目的としない金融機関

生活者本位に考える金融機関
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　新年明けましておめでとうございます。

　およそ4年弱に渡って世界中を席巻したコロナパンデミックも昨春あたりからどうにか落ち着き、様々な面で社会
の正常化に向けた動きが進んでいます。
そのような中、会員・お客様におかれましては、ご家族お揃いで新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　今、社会は不確実性が高く将来予測が困難な状況（VUCAの時代）にあります。特に私たちの暮らす四国は、全国に先
駆けて超少子高齢人口減少が進行していますし、社会全体ではデジタル化が急速に進展するなど、取り巻く社会経済
環境は大きく変化し続けています。加えて、東欧に続く中東における国際紛争や常態化した地球規模の気候変動、そし
てそれに起因する自然災害、この四国では近い将来必ず起きるといわれている「南海トラフ大地震」など、世界規模で
社会の持続性に赤信号が灯っています。

　そうした中、私たち「四国ろうきん」は、急激な物価高で実質収入減に直面している勤労者や新型感染症罹患者も含め被災された方々の生活再建
を支援することはもとより、多重債務者や生活困窮者、そして将来ある子供たちの支援などといった社会課題に直接的・間接的に取り組んでまいり
ました。ご案内のように昨年9月からは数年ぶりに会員向けの「住宅ローン金利」を見直し、今年1月からスタートした「新NISA」にもしっかり対応さ
せて頂いています。

　このように私たちは福祉金融機関として変えてはならない理念などはしっかり堅持しつつも、見直
すべきは勇気を持って見直してまいります。
　それは様々な困難の中にあってもなお、将来にわたって信頼され選択される「四国ろうきん」となり、
その社会的使命と役割を発揮していく所存でございます。

　この”Wing”は、「四国ろうきん」の現状や活動内容について、幅広くお客様に知って頂くために発行
しているものです。是非ご一読頂きますとともに、本年も皆様にとって幸せ多い年となりますようご
祈念申し上げ、新年のご挨拶と致します。

新　年　の　ご　挨　拶

２０２４年１月
四国労働金庫　理事長　杉本宗之



生活スタイルや家族構成によって違いますが、一般的にマイホームの購入費、老後の生活費とともに人生
の３大支出といわれるのが子どもの教育費です。将来に備えて貯蓄などで準備している家庭もあると思い
ますが、実は「思ったよりもお金がかかった」という声が多いそうです。想定していなかった費用に慌てた
という人も。そんな時に利用したいのが教育ローン。中でも今回は、急な出費にも利用できるカード型「教
育ローン」について詳しくご紹介します。

　 「教育ローン」を賢く使おう
必要な時に必要な額、だから安心。
カード型

知っておきたい ここに
注意！

「想定外」の教育費「想定外」の教育費 「国の教育ローン」や「奨学金」では
支払いが間に合わない場合も！
「国の教育ローン」や「奨学金」では
支払いが間に合わない場合も！

授業料のほか、教科書代、生活費など急な出費にも利用できるカー
ド型「教育ローン」がおすすめです。カード型「教育ローン」は、
発行された専用カードで ATM から手軽に借りることができるので、
ローン契約時に利用しなくても、急な出費に備えておくことが可能
です。また、カード型の場合、必要な金額だけ利用できるので、一
括して借りるよりも実際に不要だった借入を抑えることにも繋がり
ます。

「教育ローン」には、証書型とカード型があります。証書型は、希望
する金額を一括で借り入れて、返済していく商品です。カード型は、
契約限度額の範囲内であれば、必要な時に必要な金額だけ利用でき
る商品です。商品によっては、在学期間中は元金の返済を据え置き、
ご利用金額に対する利息のみを返済することも可能です。何かとお
金のかかる時期に嬉しいポイントといえるでしょう。

コツコツと準備しておいた貯蓄などで賄えない場合には、「国の教育
ローン」や「奨学金」を利用すればいいと考えている人も多いかも
しれません。現在、公的ローンとして広く知られているのが、「日本
政策金融公庫が取り扱う国の教育ローン」と「独立行政法人日本学
生支援機構の奨学金」。「国の教育ローン」は、1 年間に必要な金額を
一括で借入できるようになっており、「奨学金」は“月額○万円”と
して毎月定額を受け取ります。そのため、必要な時期に必ずしも教
育費が用意できるとは限らないものです。そういったときは、「ろう
きんの教育ローン」がおすすめです。「ろうきんの教育ローン」の場合、
資金使途が幅広く、多くの費用に対して利用しやすくなっています。
また、既に合格して入学することが予定されていれば、入学前にロー
ンお申し込みができるため、入学金などの費用に充てることが可能
です。入学金や授業料だけでなく、子どもへの仕送りなどにも利用
できます。

●受験のための資金（受験料など）
●教育施設への納付金（入学金や授業料など）
●就学に必要な資金（教科書代や下宿の費用など）
●海外留学に必要な資金
●子どもへの仕送り

「ろうきんの教育ローン」の主な用途
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併願校の入学金

受験料 大学受験は私立大学1学部（一般入試）
3万5,000円が相場
第一志望校の合格発表日までに
支払いが必要な場合も

家賃や生活費など

行き先や期間によって異なりますが、
数十万円以上かかる場合がほとんど

一人暮らしのお金

留学費用

■想定外になりがちな教育費

急な出費に備える安心感を！
カード型「教育ローン」で

さらに便利に使いわけ！
「民間の教育ローン」の種類

教育費で一番お金がかかるのが、大学に関する費用。特に、大学進
学の前後には想定外にかかるお金が多いものです。大学の受験費用
について、私立大学の一般入試の場合、1 学部あたり 3.5 万円程度。
複数の大学を受験すれば、その分の受験料や交通費が必要です。日
本政策金融公庫「教育費負担の実態調査結果」（令和 3年度）によると、
1 人あたりの受験費用について、国公立大学は約 27.7 万円、私立大
学の文系は約31.3万円、理系で約32.2万円といわれています。また、
第一志望校の受験日・合格発表日によっては、先に合格した併願校
の入学手続き後に入学金を支払っておかなければならないことも。
その後、第一志望校に合格しても、併願校に支払った入学金は返金
されないのがほとんど。これに加えて、大学進学先の入学金、授業
料がかかるとすれば、学資保険や貯蓄などで貯めていたとしても入
学した時点でほとんどなくなってしまうことに。さらに遠方の大学
に進学する場合には、引越し代・住居を下見した際に発生した交通費・
家賃や敷金礼金の支払い・生活費・家具の購入・家電の購入など初
期費用でまとまった金額が必要
になります。
また、国際化が進む世の中で、
子どもが留学を希望することが
増えており、入学後にかかる費
用として「留学費用」も挙げら
れます。

大学進学時はもちろん、高校や専門学校に関する
教育費に困った時に役立つのが教育ローンです。
目的に合った借り方や返済プランを見極めて賢く
利用することで、子どもの学びの機会を応援するた
めの心強い味方になります。とはいえ、比較的金利
が低いものの、借入金額が大きいため、家計の負担
になっては大変。無理のない返済計画を立て賢く
利用することが大切です。教育ローンについて、気
になることがありましたら、どうぞお気軽にろうきん
の窓口にご相談ください。



　社会福祉、高齢者問題、文化や国際交流などの｢福祉活動｣を対象とし、非
営利で公共性の高い活動をしている団体に対し、応募申請をもとに審査・
選定し、助成金を贈呈する制度です。

　「ＮPO事業サポートローン」は、NPO法人の運転資金や設備資金等を対
象としたNPO法人に対する融資制度です。NPO法人で3年以上の活動実
績があり、法人格取得後の決算が確定していることが要件となります。

●｢助成金制度｣

●各種手数料の免除制度

●NPO事業サポートローンの推進

●「1万人笑顔プロジェクト」の取り組み

●使用済み切手の収集活動

●環境美化活動

●「ピンクリボン運動」への寄付

●高校生・大学生向けの消費者教育セミナーの開催

●｢助成金制度｣

　事前に申請し、審査・選定された団体に、振込をする際の為替手数料や、
残高証明書等の一般手数料を免除する制度です。対象団体は、四国内に所
在するNPO法人をはじめ、住民の福祉の増進を図ることを目的とする法
人および任意団体です (審査が必要です )。

●各種手数料の免除制度

●NPO事業サポートローンの推進

　この取り組みは、お
客さまにご利用いただ
いた「ろうきんローン」
１件につき 100 円を
ろうきんが拠出し、お
客さまに選んでいただ
いた寄付先 ( 教育関係、
子育て支援関係、障が

い者支援関係、環境保護関係の各団体 )へ寄付を行うものです。

●「1万人笑顔プロジェクト」の取り組み

四国労働金庫・社会貢献活動に関する基本方針四国労働金庫・社会貢献活動に関する基本方針
〈目的〉
四国労働金庫は、経済・福祉・環境および文化に関する社会的課題へ
の取り組み、ならびにNPO、市民活動団体をはじめ地域における福
祉事業に対する支援活動を推進し、もって「人々が喜びをもって共生
できる社会の実現に寄与する」と定めた「ろうきんの理念」の具現化
を図ることを目的としています。

四国ろうきん
CSRレポート
四国ろうきん
CSRレポート
四国ろうきん
CSRレポート
明日のためにろうきんができること

※CSR(Corporate Social Responsibility:企業の社会的責任)

●使用済み切手の収集活動

●環境美化活動

●「ピンクリボン運動」への寄付

　身近で簡単に取り組める社会貢献活動として、各
営業店の窓口に回収ボックスを設置し、職場や家庭
にある「使用済み切手の収集」活動に取り組んでい
ます。
　収集された切手は、アジア諸国のボランティア活
動資金となります。

　地域貢献の一環として、会員と職員が協働して、地元の海岸や道路の
清掃活動等の｢クリーン作戦｣を定期的に実施しています。

　社会貢献活動の一環として、「女性が健
康で長く働くことができる社会づくり」
に貢献するために、乳がんの早期発見・
早期診断・早期治療の大切さを伝える
「ピンクリボン運動」への支援に取り組ん
でいます。
　四国ろうきんＡＴＭにおいて、ろうき

んカード（マイプランカード含む）および他行カードでの支払1回につき
1円を四国ろうきんが負担し、「ピンクリボン運動」を実施している四国地
区の公益財団法人日本対がん協会のグループ組織に寄付しています。

　高校生・大学生が、金銭トラブル
や悪徳商法に巻き込まれないため
の知識の習得を目的に、学生に対す
る金融セミナーを実施し、 ｢ろうき
んらしい｣金融教育であると好評
をいただいております。

●高校生・大学生向けの消費者教育セミナーの開催

四国ろうきんの各種取り組み NPOへの支援

　四国労働金庫は、社会貢献活動の一環として2002年度より四国労働金庫社会貢献活動「助成金制度」を制定し、四国内で活動しているボラ
ンティア団体・ＮＰＯ法人等を対象に助成金を贈り、地域の福祉活動を支援しています。
　2023年度の助成金募集（募集期間：2023年6月1日～2023年7月31日）の結果、27団体より4,140,208円の助成金申請があり、こ
の度、当金庫の資金助成選考委員会（学識者2
名、会員代表4名、金庫役員3名の計9名で構
成）で選定審査を行い、16団体の活動に、
2,398,208円の助成を行うことを決定いた
しました。
　この結果、制度発足後22年間で、延べ545
団体に総額89,610,820円を贈呈いたしま
した。
　これからも、社会貢献の一助となる活動を
継続してまいります。

徳島地区目録贈呈式香川地区目録贈呈式

（2023年度）助成先団体を決定四国労働金庫社会貢献活動
「助成金制度」
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＜徳島県関係分＞

助成先団体名 団体所在地 助成対象活動

＜香川県関係分＞

助成先団体名 団体所在地 助成対象活動

＜高知県関係分＞
助成先団体名 団体所在地 助成対象活動

一般社団法人
徳島県キャリアコンサルタント協会

講演会：キャリア教育の今とこれから
ワークショップ：自分の未来の可能性を広げよう 朝倉夜間中学校　運営協議会 朝倉夜間中学校25周年記念関係事業

いきいき百歳大交流大会実行委員会 第18回いきいき百歳大交流大会

一般社団法人　虹の花 子ども食堂で防災を学ぶ、防災キャンプ

四万十子ども食堂 子ども食堂（昼食提供・食材等提供）

高知ＳＧＧ善意通訳クラブ 牧野植物園　植物ガイドテキスト作成

特定非営利活動法人
徳島保全生物学研究会

一般社団法人
高知がん患者支援推進協議会

特定非営利活動法人
アニマルサポート高知家

＜愛媛県関係分＞
助成先団体名 団体所在地 助成対象活動

OKiDoKi

ＪＤＤnet愛媛

カウンセリング・アート　鼓舞

特定非営利活動法人
セラピー乗馬てくてく育成会

特定非営利活動法人
奥塩江交流ボランティア協会

茶と菓の集　FRIENDS 会

災害弱者安心ネットワーク高松

2023年度｢助成先団体｣一覧表

　２０２３年８月５日（土）ろうきんホールにおいて、「ろうきん運動推進セミナー」を開催しました。
　会員研修講師団講師・藤野井氏による～労働組合とろうきん運動～、リーゼント刑事・秋山氏による～金融犯罪か
ら労働者を守るために～をテーマに講演が行われ、会員組合員１１０名の参加がありました。

　２０２３年７月３０日（日）、ホテルマリンパレスさぬ
きにて「これからの家づくり相談会」を開催しました。
　今後住宅購入やリフォームを検討している組合員の
みなさまのお役に立つことを目的に４年ぶりの開催と
なりましたが、当日は、３９組（７２名）の組合員のみな
さまにご来場いただきました。
　多くの組合員のみなさまが笑顔で会場を後にされて
いた様子を見て、「ほんとうにお役に立てるイベントが
開催できた」と改めて感じました。多くの住宅業者を見
て回ることで「これから考えるきっかけづくり」として、
大変意義のあるイベントとすることができました。

本店推進委員会 これからの家づくり相談会

徳島地区推進員会 ろうきん運動推進セミナー

地域の支援グループと連携した複合的ホース
セラピーの創出

防災フォーラム
　「要援護者の防災対策で地域を再生」

コミュニティパントリーから広がる輪

マップ作製（加盟団体紹介パンフレット）

全国手をつなぐ育成会　松山大会

茶と菓の集　FRIENDS　会

奥塩江山なみ音楽祭開催等

徳島市 高知市

高知市

高知市

土佐清水市

四万十市

高知市

阿南市 「生物多様性を知って、
  　　　　ネイチャーポジティブを目指そう」

高知スピリチュアルケア提供者養成研修

高知市
保護犬猫の譲渡会と
飼い主のいない猫を減らすためのTNR活動

阿波市

名西郡

高松市

高松市

松山市

松山市

宇和島市


